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よ
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常
陽
刀
剣
研
究
会
『
茨
城 

郷
土
の
名
刀
展
図
録
』
よ
り

　

町
指
定
文
化
財「
刀
剣（
常
州
笠
間

住
正
次
）」は
、
笠
間
藩（
牧
野
家
）の

御
抱
鍛
冶
で
あ
っ
た
保
坂
正
次
が
鍛

え
た
日
本
刀
で
す
。
刀
身
は
、
刃
長

七
三
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
反
り

一
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
鎬
造
り

で
、堂
々
と
し
た
姿
を
し
て
い
ま
す
。

地
金
は
板
目
肌
で
、
細
か
く
鍛
え
ら

れ
明
る
く
輝
い
て
い
ま
す
。
刃
文
は

締
ま
っ
た
細
直
刃
で
冴
え
、帽
子（
鋒

の
刃
文
）は
品
良
く
小
丸
に
返
り
ま

す
。
中
心（
柄
に
入
る
部
分
）に
は
、

目
釘
穴
が
一
個
穿
た
れ
、「
常
州
笠
間

住
正
次
」と
銘
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

保
坂
正
次
は
、
本
名
を
武
八
郎
と

い
い
ま
す
。笠
間
藩
領
田
上
村（
現
在

の
笠
間
市
福
原
田
上
）の
野
鍛
冶
保

坂
源
衛
門
の
娘
い
ち
と
聟
源
右
衛
門

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
分
家
し
て

鍛
冶
業
を
営
み
ま
し
た
。
鍛
刀
の
技

術
は
、叔
父
の
高
木
正
行（
笠
間
藩
御

抱
鍛
冶
）に
学
ん
だ
と
さ
れ
、直
刃
を

得
意
と
し
ま
し
た
。
正
次
は
、
幕
末

か
ら
明
治
初
年
ま
で
作
刀
し
、
明
治

二
二（
一
八
八
九
）年
五
月
一
六
日
に

七
二
歳
で
没
し
て
い
ま
す
。

　

正
次
に
は
、
次
秀
と
芳
造
と
い
う

二
人
の
息
子
が
い
ま
し
た
。
長
男
の

次
秀
は
父
と
共
に
明
治
初
年
ま
で
作

刀
し
て
お
り
、
作
風
も
父
正
次
に
似

て
堅
実
な
も
の
で
す
。次
男
芳
造
は
、

夭
折
し
た
よ
う
で
、
作
品
を
見
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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初
蝉
や
去
年
と
違
ふ
木
で
鳴
け
り

　
　
　
　
　 

鯉
渕
　
寿
美
恵

湖
風
や
コ
ス
モ
ス
の
丘
颯
爽
と

　
　
　
　
　
　 

綿
引
　
英
子

文
字
摺
草
ひ
と
つ
気
付
け
ば
二
つ
三
つ

　
　
　
　
　 

中
野
　
千
賀
子

文
字
摺
草
郵
便
受
け
の
真
新
し

　
　
　
　
　 

今
瀬
　
多
代
美

青
田
波
過
疎
の
村
人
潤
せ
り

　
　
　
　
　 

仲
田
　
ま
ち
ゑ

太
陽
は
真
上
に
あ
り
て
栗
咲
け
り

　
　
　
　
　
　
　 

森
　
静
江

 

母
ち
ゃ
ん
は
デ
ザ
イ
ン
よ
り
も
先
ず
サ
イ
ズ

　
　
　
　
　
　 

富
田
　
多
蔵

記
憶
な
い
問
わ
れ
た
と
き
の
迷
ト
ー
ク

　
　
　
　
　
　 

車
田
　
綾
子

蛙
君
早
く
逃
げ
て
よ「
刃
」が
い
く
ぞ

　
　
　
　
　
　 

飯
村
　
孝
一

名
水
の
村
一
つ
消
え
夏
の
果
て

　
　
　
　
　
　 

飯
村
　
昭
子

一
限
目
は
じ
ま
る
母
校
捩
花

　
　
　
　
　
　 

竹
内
　
幸
子

老
鶯
や
止
み
て
又
降
る
山
の
雨

　
　
　
　
　
　 

瀬
谷
　
博
子

嬉
々
と
し
て
胸
か
が
や
か
す
夏
燕

　
　
　
　
　
　 

田
口
　
勝
元

デ
イ
の
午
後
車
移
動
の
菖
蒲
園

　
　
　
　
　
　 

岩
下
　
金
司

遠
き
日
の
艦
砲
射
撃
合
歓
の
花

　
　
　
　
　
　 

寺
門
　
孝
子

喉
自
慢
一
緒
に
歌
い
手
を
た
た

き
健
康
維
持
に
共
に
楽
し
む

　
　
　
　
　
　 

富
田
　
欽
子

ま
だ
実
感
な
け
れ
ど
息
子
は「
じ
い
じ
い
」

に
な
る
と
笑
顔
で
わ
れ
に
告
げ
た
り

　
　
　
　
　
　
　 

枝
　
不
美

夕
ぐ
れ
は
我
が
立
つ
庭
を
あ
か
く

染
め
山
鳩
な
き
て
ネ
ム
の
花
咲
く

　
　
　
　
　
　
　 

島
　
愛
子

い
じ
わ
る
な
梅
雨
前
線
戻
り
来

て
年
に
一
度
の
七
夕
無
情

　
　
　
　
　
　 

信
田
　
育
子

泥
水
を
被
り
し
家
具
の
ゴ
ミ
の
山

に
思
い
馳
せ
つ
つ
資
源
ゴ
ミ
出
す

　
　
　
　
　 

萩
谷
　
登
喜
子

雲
海
の
広
が
る
朝
に
目
覚
め
た

り
陽
光
ま
ぶ
し
き
山
上
の
宿

　
　
　
　
　 

冨
田
　
佐
智
子

蛍
狩
り
遠
方
か
ら
も
集
い
来
て

小
さ
な
山
里
今
宵
賑
わ
う

　
　
　
　
　
　 

薗
部
　
光
子

　ふ
る
さ
と
の
春
の
海
辺
に
は
る
か
来

て
寄
せ
て
は
か
え
す
波
を
見
て
ゐ
る

　
　
　
　
　
　 

大
森
　
久
子

今
日
と
い
ふ
日
を
賜
ひ
た
り
大
切
に

生
き
む
と
朝
の
エ
プ
ロ
ン
掛
く
る

　
　
　
　
　 

渡
辺
　
千
紗
子

日
立
市
に
学
生
ま
で
を
住
み
居
し
が

戦
災
に
て
今
は
こ
の
地
に
住
ま
ふ

　
　
　
　
　
　 

所
　
美
惠
子

ト
ラ
ン
プ
と
キ
ム
と
首
脳
の
握
手
す
る

を
平
和
願
い
て
テ
レ
ビ
見
る
わ
れ
は

　
　
　
　
　
　 

山
形
　
式
妙

返
納
べ
き
高
齢
者
な
れ
ど
不
自
由
と

思
へ
ば
運
転
免
許
証
更
新
済
ま
す

　
　
　
　
　 

杉
山
　
み
ち
こ


